食道扁平上皮癌におきてエンドセリンB受容体の高発現は腫瘍の血管新生と予後に関与する by Tanaka, Tetsuya et al.
乙第  号 
 
田仲 徹行     学位請求論文 
 
審 査 要 旨 
 
奈 良 県 立 医 科 大 学  
論 文 審 査 の 要 旨 及 び 担 当 者 
 
 報 告 番 号 乙 第  号 氏 名 田仲 徹行 
 
論文審査担当者 委員長 教 授 國安 弘基 
委 員 教 授 福井 博 
委 員 
（指導教員） 
教 授 中島 祥介 
 
主論文 
Endothelin B receptor expression correlates with tumour angiogenesis and prognosis in 
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論文審査の要旨 
エンドセリン B 受容体は、エンドセリン-1 を主たるリガンドとし、血管内皮細胞におい
てパラクリン的に作用し、心血管・腎臓系への作用が知られている。本研究では、エン
ドセリン-1 発現の報告がある食道癌におけるエンドセリン B 受容体の役割について検
討を行っている。 
 107 例のヒト食道癌組織におけるエンドセリン B 受容体の発現は、57%に強発現し
ており、腫瘍径、組織分化度の低下、壁深達度、リンパ節転移、リンパ管侵襲、静脈侵
襲と相関していた。さらに、5 年生存率・無再発生存期間においてもエンドセリン B 受
容体強発現例は予後不良であり、多変量解析により独立予後因子と認められた。 
 一方、腫瘍内血管新生・リンパ管新生、ならびに、腫瘍内浸潤 T リンパ球数との関
連を検討したところ、腫瘍内新生血管数とは相関が認められたが、腫瘍内リンパ管数
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